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日
本
の
看
護
戦
後
史
を

追
求
す
る

ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子

看
護
歴
史
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
一

九
六
〇
年
代
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
テ
ィ
ー

チ
ヤ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
「
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
教
授
法
」
と
い
う
科
目
を

取
っ
た
時
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
、

私
は
日
本
の
看
護
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
変
遷
を
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
立

っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
立
図
書
館
や

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
図
書
館
、
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
と
」
C
h
i
完
S
に
は
占
領
軍
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
議
事
録
や
第
二
次
史
料

が
多
く
眠
っ
て
い
た
。
史
料
を
発
掘
し

た
時
の
喜
び
や
楽
し
さ
が
、
博
士
論
文

の
テ
ー
マ
に
「
看
護
の
戦
後
史
」
を
選

ぶ
動
機
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
T
e
e
d
m
a
n
n

教
授
に
よ
る
「
日
本
歴
史
・
江
戸
末
期

か
ら
日
本
国
憲
法
公
布
ま
で
」
と
い
う

日
本
歴
史
の
科
目
は
、
異
邦
人
か
ら
見

た
日
本
の
歴
史
で
あ
り
新
鮮
で
あ
っ
た
。

明
治
時
代
の
軍
国
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
台
頭
、
そ
れ
ら
の
社
会
現
象
と

看
護
の
出
来
事
を
重
ね
て
分
析
す
る
と

歴
史
に
興
味
が
湧
い
て
き
た
。
明
治
時

代
の
政
治
、
社
会
、
教
育
の
変
革
、
看

護
教
育
が
米
国
の
リ
ン
ダ
　
リ
チ
ャ
ー

ド
を
は
じ
め
と
す
る
米
国
の
看
護
婦
の

指
導
者
に
よ
っ
て
発
達
し
た
こ
と
や
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
看
護
教
育
の
発

展
が
、
米
国
の
看
護
教
育
制
度
や
米
国

人
の
看
護
婦
の
影
響
だ
っ
た
こ
と
が
判

明
し
た
。

歴
史
の
定
義
は
今
ま
で
多
く
の
人
々

が
論
議
を
し
て
き
た
が
、
最
も
一
般
的

な
も
の
は
人
間
の
好
奇
心
を
満
た
す
と

言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
L
e
w
i
s

N
a
m
i
e
r
は
、
歴
史
学
者
が
関
心
を
持

っ
て
い
る
の
は
過
去
に
起
こ
っ
た
人
間

の
行
動
で
、
歴
史
そ
の
も
の
は
行
動
を

起
こ
し
て
い
る
人
間
で
あ
り
、
そ
れ
に

伴
う
人
間
の
具
体
的
な
思
考
や
人
間
の

感
情
に
も
関
わ
っ
て
い
る
と
説
明
し
て

い
る
。
私
は
日
本
の
看
護
の
戟
後
史
を

追
求
し
て
い
く
中
で
看
護
政
策
の
決
断

過
程
で
、
こ
の
改
革
に
参
画
し
た
サ
ム

ス
准
将
、
オ
ル
ト
少
佐
、
オ
ル
ソ
ン
看

護
婦
の
医
療
や
看
護
に
関
す
る
理
念
や

考
え
方
が
、
ま
た
彼
ら
の
人
間
性
が
改

革
活
動
の
中
に
強
く
反
映
し
て
い
る
こ

と
を
学
ん
だ
。
戦
前
は
入
院
し
た
患
者

の
看
護
は
家
族
の
役
割
で
あ
っ
た
。
占

領
軍
の
看
護
婦
は
、
患
者
の
ケ
ア
は

看
護
婦
で
す
る
こ
と
、
患
者
中
心
の

看
護
と
い
う
考
え
、
看
護
と
は
「
科

学
、
芸
術
、
専
門
職
で
あ
る
」
と
い

う
理
念
を
日
本
の
看
護
婦
連
に
執
拗

な
ま
で
に
指
導
し
た
。
当
時
の
日
本

の
看
護
婦
も
ま
美
彼
ら
の
指
導
に
答

え
る
か
の
よ
う
に
努
力
し
て
、
現
在

の
看
護
の
基
礎
を
作
っ
た
。

こ
れ
ら
の
先
人
の
残
し
た
考
え
方

は
、
現
在
の
目
ま
ぐ
る
し
い
医
療
の

現
場
で
生
か
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

と
か
く
科
学
的
な
看
護
が
強
調
さ
れ
、

技
術
や
人
間
性
の
あ
る
看
護
が
忘
れ

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
回

の
学
会
で
、
ぜ
ひ
考
え
て
欲
し
い
と

思
う
の
で
あ
る
。

■青森市まで（平成14年12月1日現在）
◎JR

東京駅から青森駅まで約4時間
（東北新幹線「はやて」及び特急「スーパー白鳥」、「白鳥」、
「つがる」）

◎飛行機

札幌便、東京便、名古屋便、大阪便、広島便
福岡便

■青森市内
◎胃森駅から約7km

・青森市営バス（戸山団地・沢山線）
県立保健大学前バス停まで・・約20分

（バス停から徒歩約1分）・事（タクシー）で…約15分◎JR東青森駅から徒歩で…約10分（約1km）◎JR小柳駅から徒歩で・・・約10分（約1km）青森県立保健大学〒030・8505　青森市大字浜館字間瀬58－1TEL O17・765・2000（代表） 1
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日
本
看
護
歴
史
学
会
第
十
七
回
大
会

璧
照
無
恥
㌍
鵠
隼
吉
雄
雛
鳥
皇
圭
鉦
㌍

つ
ぎ
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。

大
会
テ
ー
マ
　
看
取
り
の
文
化
　
1
古
代
か
ら
現
代
へ
ー

日
時
　
平
成
一
五
年
九
月
五
日
（
金
）
　
十
二
時
～
十
七
時

九
月
六
日
（
土
）
　
九
時
～
十
六
時
四
十
分

会
場
　
青
森
県
立
保
健
大
学

青
森
市
浜
館
字
間
瀬
五
十
八
－
一

大
会
参
加
費
　
五
千
円
　
（
当
日
　
六
千
円
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

一
特
別
講
演
1
　
講
師
　
松
木
明
知

「
八
甲
田
雪
中
行
軍
事
件
・
特
に
第
五
連
隊
と
第
三
一
連
隊
に
よ
る
捜
索
活
動

に
つ
い
て
」

二
　
特
別
講
演
2
　
講
師
　
新
村
拓

「
看
取
り
の
文
化
と
そ
の
歴
史
　
古
代
か
ら
現
在
の
介
護
の
歴
史
」

三
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
占
領
軍
G
H
Q
公
衆
衛
生
福
祉
局
の
医
療
看
護
政
策
と
現
在
へ
の
影
響
」

ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子
（
青
森
県
立
保
健
大
学
）

川
島
み
ど
り
（
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
）

平
尾
真
智
子
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科
）

木
村
哲
也
　
（
神
奈
川
大
学
大
学
院
）

四
　
研
究
発
表

【
口
演
】

①
創
設
か
ら
占
領
開
始
前
ま
で
の
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
国
際
赤
十
字
の
歴
史
的
推
移

－
G
H
Q
公
衆
衛
生
福
祉
局
の
連
携
組
織
と
な
っ
た
要
因
を
探
る
－

城
丸
瑞
恵
（
昭
和
大
学
）

②
本
土
復
帰
前
の
沖
縄
に
お
け
る
看
護
関
係
法
と
本
土
法
と
の
比
較

大
嶺
千
枝
子
（
沖
縄
県
立
看
護
大
学
）

③
沖
縄
の
男
性
看
護
職
の
歴
史
と
現
況

仲
本
勉
（
沖
縄
県
立
南
部
病
院
）

④
癒
神
社
周
辺
の
水
治
浴
と
痘
癒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

桧
原
登
志
子
（
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
）

⑤
介
護
職
の
資
格
制
度
の
成
立
過
程
と
そ
れ
に
伴
う
介
護
職
と
看
護
職
の
業
務
上
の

重
複
発
生
経
緯
の
検
証

庄
司
幸
恵
（
仙
台
大
学
）

高
橋
み
や
子
（
山
形
大
学
）

⑥
兵
庫
県
に
お
け
る
看
護
婦
養
成
の
歴
史
的
研
究

山
崎
雅
代
（
川
崎
医
療
福
祉
大
学
）

⑦
栃
木
県
に
お
け
る
高
等
学
校
衛
生
看
護
科
創
設
か
ら
閉
科
に
至
る
経
緯
の
検
証

斎
藤
千
鶴
（
山
形
大
学
）

⑧
慈
善
事
業
家
か
ら
見
た
京
都
看
病
婦
学
校
と
同
志
社
病
院
に
お
け
る
看
護
の
状
況

－
石
井
十
次
日
誌
明
治
N
∽
年
を
中
心
に
1

徳
川
早
知
子
（
滋
賀
医
科
大
学
）

⑨
看
護
学
生
組
織
の
変
遷
と
こ
れ
か
ら

坪
田
康
祐
（
慶
麿
義
塾
大
学
）

多
田
恵
美
子
（
東
海
大
学
）

【
示
説
】

①
日
本
の
看
護
歴
史
関
連
史
料
の
専
門
的
基
盤
整
備
の
た
め
の
調
査
結
果

－
看
護
婦
等
学
校
養
成
所
を
対
象
に
し
て
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

福
本
恵
（
京
都
府
立
医
科
大
学
）

②
京
都
看
護
婦
学
校
の
教
育
施
設
に
つ
い
て

ー
建
設
計
画
か
ら
完
成
ま
で
の
経
緯
に
焦
点
を
当
て
て
－

竹
中
京
子
（
大
阪
府
立
看
護
大
学
）

③
被
占
領
下
に
お
け
る
看
護
改
革
政
策
の
青
森
県
へ
の
波
及

2



日本看護歴史学会会報　　　　　　　2003年7月8日第40号

木
村
恵
美
子
（
青
森
県
立
保
健
大
学
）

④
吉
－
1
i
a
ヨ
M
e
R
e
ご
く
○
ユ
e
s
の
生
涯

－
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
販
売
事
業
と
近
江
療
養
院
設
立
－

小
倉
之
子
（
龍
谷
大
学
大
学
院
）

⑤
被
占
領
期
の
保
助
看
法
一
部
改
正
に
医
療
労
働
組
合
が
果
た
し
た
役
割

近
藤
誓
子
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
）

⑥
病
床
の
変
遷
と
そ
の
経
緯
－
明
治
期
か
ら
現
在
の
看
護
教
科
書
に
焦
点
を
当
て
て
ー

青
山
和
子
（
西
南
女
学
院
大
学
）

五
　
分
科
会

・
「
日
本
の
看
護
に
関
す
る
法
律
の
変
遷
」
　
田
中
幸
子

・
「
史
料
の
カ
　
ー
地
域
看
護
学
概
論
に
史
料
教
材
を
用
い
て
」
　
山
本
春
江

・
「
診
療
報
酬
の
推
移
と
看
護
の
評
価
　
－
県
内
医
療
機
関
（
中
小
規
模
病
院
）
　
に

お
け
る
看
護
の
変
遷
に
つ
い
て
ー
」
　
斎
藤
ク
ニ

・
「
男
性
の
看
護
参
画
‥
看
護
士
か
ら
看
護
師
へ
　
ー
専
門
職
看
護
へ
の
道
－
」

瀧
川
薫
、
谷
間
哲
也
、
濱
端
賢
次

六
　
写
真
展

七
　
第
十
八
回
大
会
長
　
挨
拶
　
岡
崎
寿
美
子

懇
親
会

第
一
日
日
終
了
後
、
行
い
ま
す
。

懇
親
会
費
　
　
三
千
円

◆
参
加
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局
‥
青
森
県
立
保
健
大
学
内
　
福
井
・
秋
庭

園
　
0
1
7
－
7
6
5
－
2
0
5
4

◆
宿
泊
・
観
光
の
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

1
T
B
青
森
支
店

固
　
0
1
7
－
7
2
2
－
4
4
3
4

平
成
十
五
年
四
月
八
日
に
本
会
は
日

本
看
護
系
学
会
協
議
会
の
入
会
が
承
認

さ
れ
、
五
月
三
十
一
日
同
会
の
総
会
に

出
席
し
ま
し
た
。
同
会
は
日
本
学
術
会

議
に
看
護
系
学
会
が
ひ
と
つ
の
部
門
を

も
つ
た
め
に
、
日
本
看
護
科
学
学
会
の

人
た
ち
を
中
心
に
平
成
十
三
年
に
ス
タ

ー
ト
し
た
も
の
で
す
。
現
在
会
員
学
会

は
二
十
七
学
会
で
す
。

同
会
が
日
本
学
術
会
議
に
存
在
す
る

意
義
の
ひ
と
つ
に
文
部
科
学
省
の
研
究

助
成
金
（
科
研
費
）
を
受
け
ら
れ
や
す

い
こ
と
で
す
が
、
看
護
が
実
践
の
学
問

と
し
て
社
会
的
な
認
知
を
受
け
る
た
め

に
も
重
要
な
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

看
護
歴
史
学
会
は
小
さ
な
学
会
で
す

が
、
看
護
学
研
究
の
ひ
と
つ
の
ジ
ャ
ン

ル
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
大
き

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
物
事

に
始
ま
り
が
あ
り
、
そ
の
変
遷
に
は
数

多
く
の
い
き
さ
つ
と
人
々
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
時
代
背
景
な
し
に
は
物
事
は
動

き
ま
せ
ん
。
看
護
の
本
質
を
極
め
、
看

護
の
あ
り
方
の
確
か
な
将
来
を
見
据
え

る
た
め
に
も
、
地
道
な
看
護
歴
史
の
探

求
と
研
究
は
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

そ
の
為
に
も
看
護
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
つ
い
て
関
連
領
域
と
結
び
つ
け
な

が
ら
、
歴
史
研
究
を
続
け
て
い
き
ま
し

ょ
～
つ
0

旧
カ
リ
で
、
「
看
護
歴
史
」
を
教
え

て
い
た
頃
、
私
は
学
生
に
「
貴
方
達
に

看
護
歴
史
を
教
え
る
の
は
、
歴
史
学
者

に
す
る
た
め
で
は
な
い
。
現
在
起
こ
っ

て
い
る
問
題
を
解
決
す
る
方
策
の
ヒ
ン

ト
を
先
達
の
実
践
か
ら
学
ぶ
た
め
で
あ

る
」
と
言
っ
て
き
た
。
私
が
岐
阜
大
学

の
大
学
院
の
時
お
世
話
に
な
っ
た
高
島

進
先
生
は
「
学
ぶ
た
め
の
歴
史
は
単
な

る
過
去
で
は
な
く
、
未
来
へ
の
実
践
的

な
関
心
か
ら
選
択
さ
れ
た
過
去
な
の
で

あ
る
」
と
そ
の
著
書
「
社
会
福
祉
の
歴

史
」
の
中
で
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
歴
史

の
講
義
は
ど
の
学
科
で
も
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
か
ら
削
減
さ
れ
、
歴
史
認
識
の
低
い

実
践
者
連
を
育
て
て
い
る
。
1

7
年
以
上

前
、
私
と
本
会
の
前
代
表
幹
事
の
亀
山

さ
ん
が
京
都
で
神
戸
で
、
本
学
会
の
構

想
を
熱
く
語
り
合
っ
た
時
も
、
歴
史
へ

の
想
い
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
高
島
先
生

と
お
話
し
て
い
て
も
歴
史
へ
の
想
い
に

共
通
点
を
感
じ
る
。
専
門
分
野
が
異
な

っ
て
も
歴
史
を
研
究
す
る
人
と
の
間
に

壁
は
な
い
。
本
学
会
の
会
員
が
お
互
い

に
深
い
繋
が
り
を
感
ず
る
の
も
歴
史
の

お
か
げ
か
も
し
れ
な
い
。
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AmericanAssociationfortheHistoryofNursingの会員として

第17回の日本看護歴史学会大会長のライダー島崎先生のご紹介で学会員となった。2000年に

PhiladelphiaのVillanovaUniversityで開かれた第17回学会に初めて参加をし、島崎先生発表の

NursingReorganizationinOccupiedJapan：ImplementationofNursingPolicy・1945－1951を拝聴し、

大変嬉しく思い、このような機会に恵まれたことを感謝した。翌年、UniversityofVirginiaで開催

された時は、勇気を持ってPosterでHistoI70fNursingEducationinU・S・0ccupiedOkinawa1945－

1972を、国外で初めて発表した。今年はUniversityofWisconsinで開催されるが、発表を予定して

いる。沖縄の会員は現在2人である。（仲里幸子）

博愛社の創始者、佐野常民の足跡と西南戦争における看護

九州看護福祉大学　著謙福祉学部　署謙学科

山　過　素　子

町興しブームのためか熊本県内には日本赤十字社発祥の地としての碑が乱立している。看護の

評価が高まる現在、訪問者は少なくない。日本最後の内乱、西南戦争は戦闘よりも衛生環境の悪

化によるペストの流行でも多数の死者を出した。田原坂周辺の寺院は病院としても機能していた

が、その場所も定かでない箇所がある。看護だけでなく当時の医療を評価するためにも地道なフ

ィールドワークと資料とのにらめっこが続いている。

・
緑
川
誠
子
（
O
N
も
－
∽
）

明
電
舎
本
社
事
務
所

・
佐
々
木
秀
美
（
O
N
も
－
空

呉
大
学
看
護
学
部

・
木
村
恵
美
子
（
O
N
も
－
∞
）

・
近
藤
誓
子
（
O
N
も
－
豊

国
際
医
療
福
祉
大
学

・
安
富
雅
恵
（
O
N
も
N
O
）

・
伸
本
　
勉
（
O
N
も
N
－
）

沖
縄
県
立
南
部
病
院

・
斉
藤
千
鶴
（
O
N
O
N
N
）

山
形
県
置
賜
保
健
所

・
小
倉
之
子
（
O
u
0
0
－
）

・
長
友
み
ゆ
き
　
（
○
山
喜
N
）

宮
崎
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科

・
坪
田
康
祐
（
○
∽
0
0
空

慶
鷹
義
塾
大
学
看
護
医
療
学
部

・
額
賀
せ
つ
子
（
O
u
○
定
）

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
大
学
院

事
　
務
　
局

〒
二
二
八
－
〇
八
二
九

神
奈
川
県
相
模
原
市
北
里
ニ
ー
一
1
一

北
里
大
学
看
護
学
部

田
中
　
幸
子

皿
＆
憬
〇
四
二
－
七
七
八
－
九
八
二
六

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
四
〇
号

企
画
・
編
集
責
任
者

山
崎
雅
代

藤
村
龍
子

印
刷
・
発
送
責
任
者

田
中
幸
子

大
石
杉
乃

1
、1

．

田

二
〇
〇
三
年
度
の
会
費
（
四
千
円
）

を
同
封
の
振
込
み
用
紙
で
納
入
し
て
下

さ
い
。
本
会
は
、
皆
様
か
ら
の
会
費
収

入
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

∵
．
亡
二
し
ト
れ
転
薄
戦
い
洋
舞
．
ト
渚
認
㌻
新
野
酔
い

舟

′
・
∵
臣
h
］
▼
』

．

　

　

■

．

　

　

て

・

．

t

　

　

∴

．

．

。

　

　

．

で

編
集
後
記

「
第
十
七
回
大
会
」
が
、
青
森
で
開

か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の

看
護
の
原
点
と
そ
の
変
遷
を
追
求
し
た

い
。
と
い
う
ラ
イ
ダ
ー
・
島
崎
・
玲
子

さ
ん
の
熱
い
想
い
は
、
昨
年
の
大
会
で

も
語
ら
れ
、
会
員
の
方
々
に
は
楽
し
み

に
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ

の
会
報
は
大
会
開
催
要
項
に
多
く
の
紙

面
を
さ
き
ま
し
た
が
、
同
様
に
ラ
イ
ダ

ー
さ
ん
の
日
本
の
看
護
の
戦
後
史
に
対

す
る
考
え
や
仲
里
幸
子
さ
ん
の
米
看
護

歴
史
学
会
の
こ
と
、
昨
年
発
表
で
き
な

か
っ
た
山
連
素
子
さ
ん
の
現
在
の
様
子
、

代
表
幹
事
の
お
知
ら
せ
な
ど
意
外
に
良

い
仕
上
が
り
だ
と
思
い
ま
す
。
　
（
雅
）
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